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文文
芸芸
特特
集集

※文芸特集は年1度の掲載を予定しています。
　次回の募集は広報かわぐちでお知らせします。
問い合わせ…広報課　A048-259-7628　E048-258-5661

短　歌

俳　句川　柳

金子富美子　選

山﨑　十生　選新井　愁思　選

た
く
さ
ん
の
力
作
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
秀
作
の一
部
を
紹
介
し
ま
す
。限

ら
れ
た
字
数
の
中
に
織
り
込
ま
れ
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
季
節
の
情
緒
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

花
や
緑
ば
か
り
で
は
な
く
、人
も
動
物
も
、空
も
雲
も
み
ん
な
美
し
い
色
を
ま
と
っ
て

い
る
と
い
う
。見
上
げ
れ
ば
い
ま
、白
い
飛
行
機
雲
が
一
直
線
に
伸
び
て
空
の
青
を

わ
っ
て
い
る
。

評

一
　
席

一
　
席

一
　
席

逝
き
急
ぎ
市
民
見
守
る
キ
ュ
ポ
・
ラ
星

戦
争
の
修
羅
を
語
ら
ぬ
車
椅
子

白
地
図
と
思
い
の
ま
ま
に
独
り
旅

今
こ
そ
と
絆
の
語
意
が
背
を
叩
く

良
い
事
が
あ
っ
て
全
身
毬
と
な
る

お
ぼ
ろ
夜
に
過
去
の
テ
ー
プ
が
廻
り
出
す

年
金
の
余
生
む
さ
ぼ
る
消
費
税

逝
く
人
に
待
っ
た
を
か
け
る
高
福
祉

一
台
の
テ
レ
ビ
夫
婦
の
子
守
り
役

部
屋
干
し
を
お
願
い
し
て
る
鯉
の
ぼ
り

老
人
の
脚
で
は
追
え
ぬ
カ
タ
カ
ナ
語

　
朝
日
５
　
掘
　
　
　
晋

鳩
ヶ
谷
本
町
３
　
加
藤
　
レ
イ

西
川
口
２
　
松
岡
惠
美
子

飯
塚
２
　
川
瀬
伊
津
子

東
内
野
　
小
石
　
リ
コ

川
口
４
　
富
田
千
恵
子

上
青
木
西
４
　
星
野
　
良
一

東
川
口
２
　
星
野
　
直
康

安
行
領
家
　
原
澤
か
ね
子

上
青
木
４
　
星
野
　
明
美

安
行
領
根
岸
　
堀
口
　
弘
一

い
つ
だ
っ
て
前
を
見
据
え
る
梅
の
花

大
屋
根
の
続
く
寺
町
犬
ふ
ぐ
り

病
床
の
父
の
視
線
は
春
障
子

モ
ネ
展
を
出
て
夕
映
え
の
春
の
池

あ
の
春
の
あ
の
海
悲
し
こ
の
海
の

教
室
に
笑
ひ
ひ
び
き
し
日
の
永
き

眼
を
病
み
て
ひ
び
く
言
の
葉
水
仙
花

せ
せ
ら
ぎ
の
八
丁
堤
草
青
む

カ
プ
チ
ー
ノ
窓
い
っ
ぱ
い
に
紅
椿

芽
吹
き
初
む
木
々
を
見
上
げ
て
深
呼
吸

春
キ
ャ
ベ
ツ
甘
し
安
行
道
の
駅

良
く
回
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
風
車

祖
母
の
杖
借
り
て
登
り
し
夏
の
富
士

突
然
の
春
雷
庭
木
か
な
し
ば
り

夜
桜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
物
の
怪
よ

前
市
長
の
岡
村
氏
が
黄
泉
へ
発
た
れ
て
百
余
日
。
追
慕
の
念
を
宵
空
に
放
っ
た
心
情
を

リ
ア
ル
に
凝
縮
。
座
語
に
編
み
出
し
た
「
キ
ュ
ポ
・
ラ
星
」
は
作
者
に
し
て
為
せ
る
当

意
即
妙
の
世
代
の
代
名
詞
で
あ
る
。

評
梅
の
花
は
、「
花
の
兄
」
と
も
言
わ
れ
、
春
の
先
駆
け
の
花
で
『
万
葉
集
』
に
は
、
桜

の
倍
以
上
の
歌
が
あ
る
。
派
手
さ
は
な
い
が
、
つ
つ
ま
し
や
か
で
春
を
告
げ
る
花
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
。
一
席
の
作
品
は
、花
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

評

川
口
１
　
小
安
　
章
代

鳩
ヶ
谷
本
町
２
　
市
川
　
和
夫

芝
１
　
氏
家
　
輝
雄

川
口
４
　
牛
島
千
鶴
子

安
行
出
羽
２
　
大
江
　
惠
一

幸
町
１
　
小
川
　
敦
子

戸
塚
東
１
　
久
須
美
節
子

桜
町
４
　
小
林
　
重
人

戸
塚
境
町
　
鈴
木
　
勝
美

芝
高
木
２
　
田
鎖
　
和
子

本
町
１
　
知
念
　
哲
夫

石
神
　
徳
丸
美
也
子

南
町
１
　
野
本
　
貞
義

朝
日
５
　
宮
川
　
照
子

領
家
２
　
矢
作
　
　
惠

芝
高
木
２
　
森
田
富
美
子

安
行
領
根
岸
　
菅
野
　
孝
仁

上
青
木
３
　
岩
﨑
モ
ト
子

芝
新
町
　
荒
木
　
信
子

川
口
１
　
川
久
保
良
治

幸
町
１
　
板
橋
　
豊
子

榛
松
　
木
村
　
昌
子

坂
下
町
３
　
神
谷
安
久
子

領
家
３
　
中
川
　
美
穂

安
行
原
　
山
田
　
英
一

宮
町
　
田
中
　
澄
子

朝
日
３
　
髙
松
　
幸
江

芝
下
２
　
小
林
　
雅
子

北
園
町
　
松
本
　
京
子

上
青
木
１
　
石
塚
　
　
栄

安
行
慈
林
　
吉
川
　
正
秀

見
え
る
も
の
み
ん
な
色
あ
る
美
し
さ
飛
行
機
雲
が
青
空
を
わ
る

落
人
の
首
祀
ら
れ
し
川
岸
の
塚
に
今
年
も
百
合
の
花
咲
く

春
の
日
に
黄
色
い
ビ
オ
ラ
の
あ
ふ
れ
咲
く
今
日
は
み
ゆ
ち
ゃ
ん
卒
園
式
ね

ガ
ラ
ス
戸
に
影
の
飛
び
来
て
囀
れ
り
朝
の
薬
を
し
ば
し
忘
る
る

カ
フ
ェ
オ
レ
が
胃
に
届
き
ゆ
く
そ
の
時
間
浴
び
し
言
葉
の
棘
を
抜
き
を
り

消
費
税
上
が
る
と
聞
か
ば
そ
わ
そ
わ
と
チ
ラ
シ
の
広
告
あ
れ
こ
れ
見
つ
む

コ
ン
ビ
ニ
の
魔
力
は
強
し
ひ
と
品
を
求
め
る
つ
も
り
が
こ
ん
な
に
買
っ
て
る

電
柱
に
「
除
染
作
業
員
募
集
」
貼
り
紙
あ
り
春
一
番
の
吹
き
す
さ
ぶ
中

パ
ン
一
つ
牛
乳
一
本
震
災
を
忘
れ
ぬ
た
め
の
わ
た
し
の
昼
食

無
精
ヒ
ゲ
に
白
き
も
混
ぜ
て
わ
が
似
顔
描
き
た
る
孫
が
ハ
ナ
マ
ル
も
ら
う

身
の
ほ
ど
に
そ
ぐ
わ
ぬ
夢
の
あ
れ
や
こ
れ
僅
か
叶
い
て
身
は
老
い
に
け
り

こ
の
ま
ま
で
終
わ
る
は
あ
ま
り
に
淋
し
い
と
別
の
わ
た
し
が
け
し
か
け
て
く
る

三
月
の
夜
の
車
窓
に
写
る
わ
れ
今
別
れ
来
し
姉
に
酷
似
す

父
の
作
り
し
青
葱
う
ま
し
自
転
車
に
届
け
来
た
り
て
す
ぐ
帰
り
し
か

芝
川
の
土
手
の
辛
子
菜
籠
に
摘
む
戦
時
下
な
れ
ば
一
日
の
糧

職
求
む
や
っ
と
見
つ
け
た
定
職
が
定
年
の
な
い
「
ゴ
ミ
出
し
修
業
」

さ
え
ず

◎息子や孫などの家族や親族をかたる
　手口(オレオレ詐欺)　
・携帯電話の番号が変わった。風邪をひいてのどの
調子が悪い。

・会社のお金を横領してしまった。会社をくびに
なってしまう。

・会社の小切手入りのかばんを電車に忘れた。
・宅配便が届くから代金を立て替えておいてほしい。

◎警察官や金融機関の職員をかたる手口
・あなたの個人情報が漏れています。
・キャッシュカードを預かりに自宅へ伺います。

◎市役所など公的機関の職員をかたる
　手口(還付金等詐欺)
・医療費や保険料の払い戻しがあります。

◆被害に遭わないための対策
・お金の話になったら一旦電話を切り、冷静になり
ましょう。

・家族や親族などと日ごろから連絡を取り合いま
しょう。

・在宅中でも常に留守番電話にしておきましょう　

　　　　 川口警察署A048-253-0110
　　　　 武南警察署A048-286-0110

こんな電話は
振り込め詐欺です
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防犯防犯

丸
山
　寿
一
さ
ん

（
芝
富
士
１
）

ピ
ョン
チ
ャ
ン

ソ
チ
２
０
１
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
日
本
代
表
監
督

チ
ー
ム
の
力
で
メ
ダ
ル
を
勝
ち
取
る

　
一
本
の
ス
キ
ー
に
座
席
を
つ
け
た

「
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
」。
時
速
1
0
0
キ
ロ

を
超
え
る
猛
ス
ピ
ー
ド
で
急
斜
面
を
滑

る
。
今
年
３
月
、
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
競
技
で
日
本
チ
ー
ム
は
５
個
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。
監
督
を
務
め
た
丸
山
さ
ん
は
「
チ
ー
ム

内
の
強
い
信
頼
関
係
が
結
果
に
表
れ
ま
し
た
。
雪
質

が
悪
い
中
、
頑
張
り
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
る
。

　
監
督
に
就
任
し
た
の
は
４
年
前
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー

大
会
が
終
わ
る
と
、
前
任
者
に
「
俺
は
も
う
体
力
の

限
界
だ
か
ら
監
督
を
頼
む
」
と
懇
願
さ
れ
た
。「
本

当
に
体
調
が
悪
か
っ
た
よ
う
で
、
承
諾
後
し
ば
ら
く

し
て
前
任
者
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
何
か
の

ご
縁
で
す
ね
」
と
振
り
返
る
。
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
ス
キ
ー
の

世
界
に
再
び
足
を
踏
み
入
れ
た
。
監
督
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
考
え
、
信
頼
関
係
を
育
み
な
が
ら
チ
ー

ム
を
ま
と
め
た
。

　
大
学
時
代
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
経
験
を

生
か
し
て
、
技
術
的
な
こ
と
は
指
導
で
き
て
も
、
精

神
面
で
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
常

に
前
向
き
な
障
害
者
ス
キ
ー
の
選
手
た
ち
。
失
っ
た

も
の
は
追
い
か
け
な
い
、
あ
る
も
の
を
最
大
限
使
お

う
と
考
え
る

姿
勢
や
、
メ

ダ
ル
を
狙
う

こ
と
た
だ
１

点
に
照
準
を

定
め
た
一
人

一
人
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
さ
に
圧

倒
さ
れ
た
。
こ
れ
に
応
え
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
も
一

丸
と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組
み
チ
ー
ム
力
を
高
め
、

ソ
チ
に
臨
ん
だ
。

　「
メ
ダ
ル
の
獲
得
は
障
害
者
の
み
な
さ
ん
に
勇
気

を
与
え
、
励
み
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
ス
キ
ー
を
す
る
人
が
増
え
る
と
嬉
し

い
で
す
ね
」
と
競
技
人
口
が
少
な
い
障
害
者
ス
キ
ー

の
発
展
を
願
う
。
さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
ま
り
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
全
体
の
盛
り
上
が
り
に
も
期
待
を
寄
せ
る
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
活
動
は
１０
月
の
合
宿
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。「
や
っ
と
流
れ
を
つ
か
ん
だ
ば
か
り
。
こ
れ

か
ら
が
本
番
で
す
」
と
意
気
込
む
眼
差
し
は
、
す
で

に
４
年
後
の
平
昌
を
見
据
え
て
い
る
。（
秀
）

ひ
と

すこやか生活習慣 ワンポイントアドバイス健 康ガ イ ド
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■熱性けいれんについて

　熱性けいれん（昔はひきつけとも言われていました）はご存知でしょ
うか。
　多くは6カ月～5歳ごろに起こる発熱に伴うけいれんで、脳が十分発
達していない事や、生まれつきの起こしやすさが関係しています。けい
れんによる後遺症が認められる事は少なく、成長とともに（小学校に入
学後ごろから）起こさなくなります。けいれんはさまざまな原因で起き
るため、熱がある時のけいれんが全て熱性けいれんではありません。
　けいれんが起きたときにお願いしたいのは次の3点です。
①あわてないこと。
②吐物を誤嚥しないように体、顔を横に向ける。
③眼の向き、けいれんの動き（左右差の有無を含め）、けいれんの
持続時間を観察する。

　さらに、次の３つにあてはまる場合は、急いで受診する必要があります。
①けいれんが5分以上持続する。
②初めてのけいれん発作（特に1歳未満の場合）。
③けいれんが止まった後に再度けいれんが起きる。

　医療機関ではけいれんの様子、けいれん後の意識の経過をもとに熱性
けいれんの可能性が高いかどうか評価することになります。
　熱性けいれんを再度起こす可能性は30～40％と言われていますが、
初めてのけいれんが1歳未満の場合、ご家族が起こしたことがある場合
はその可能性が高くなります。繰り返す場合、けいれんの持続時間が長
い場合はけいれんの予防が必要となります。その場合は小児科医にご相
談ください。

川口市立医療センター

くろかみ　　　　つねひこ

ご え ん
たん

小児科医師 黒神　経彦

●5月31日は世界禁煙デーです
　吸わない人を煙から守り、やめたい人を
応援するために、世界禁煙デー（５月31
日）・禁煙週間（５月31日～６月６日）が
定められています。

たばこの害
　たばこを吸うと、どの年齢でも非喫煙者
よりも発がんリスクは高まります。また、
15歳未満から喫煙を始めると、たばこを
吸っていない人に比べ30倍も発がんリスク
が高いといわれています。がん予防のため
には、何歳であっても喫煙を開始しないこ
と、そして、喫煙している人はいつからでも禁煙することが最も重要です。
　たばこの害はがんだけではありません。たばこを吸うと脳の働きや皮
膚、胃、肺の血液の流れが悪くなり、心臓の負担が大きくなります。その
ため持久力がなくなり、体力も衰えて、咳や痰が出たり、息切れしやすく
なります。さらに思考力、学習効率の低下につながります。そのほかに
も、たばこは口臭や歯周病の原因になり、皮膚の老化を助長し、しわの原
因にもなります。

禁煙を考えているかたへ
　市内でも禁煙外来のある医療機関や、相談できる薬局が増え、補助薬
などを使って以前より楽に禁煙に成功しているかたもいます。インター
ネットの禁煙支援サイト「禁煙マラソン」などもあります。
　孤独でひたすら我慢の禁煙は昔の話。今は「気軽に、みんなで、何度で
も」です。さあ、一歩踏み出してみませんか。

☆市の禁煙相談窓口
　保健センター　A048-256-2022
　医療センター　禁煙外来　A048-287-2525（要予約）

g防犯対策室　A048-242-6361

相談窓口

ま
る
や
ま
　
　
　
じ
ゅ
い
ち


